
地域循環共⽣圏の形成と分散型エネルギーシステム
の構築に向けた連携チームの取組について

環境省
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連携チームの体制

３. 環境省における取組
地球温暖化対策の現状について

地域での再⽣可能エネルギーの拡⼤に向けて 〜経済産業省との連携チームの⽴ち上げ〜

 地域循環共⽣圏の形成と分散型エネルギーシステムの構築に向けて、経済産業省と環境省とによる連携チーム
を新たに発⾜。

 エネルギー基本計画や環境基本計画を踏まえ、地域循環共⽣圏の形成と分散型エネルギーシステムの構築の
両者に有効な政策について、以下のようなテーマで検討することとし、今後の政策（予算要求、税制改正要望、
制度、運⽤等）に反映することを⽬指す。
 共同実証事業等を通じた地域での分散型エネルギーシステムの構築
 再⽣可能エネルギーの主⼒電源化に向けたコスト低減、地域への普及拡⼤、環境アセスメントの効率化
 地域や個別需要家等のエネルギー需要サイドの脱炭素化

（チーム⻑）
経済産業省資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部⻑
環境省⼤⾂官房政策⽴案総括審議官

（チーム員）
＜経済産業省＞
資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部
関係課室⻑等

＜環境省＞
⼤⾂官房総合環境政策統括官グループ、地球環境局
関係課室⻑等



令和２年度概算要求について



4

4. 令和２年度概算要求について
地球温暖化対策の現状について

地域におけるエネルギー事業促進が⽬指す世界観
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4. 令和２年度概算要求について
地球温暖化対策の現状について

地域における地産地消
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4. 令和２年度概算要求について
地球温暖化対策の現状について

再エネ普及に向けた調整⼒の確保等
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4. 令和２年度概算要求について
地球温暖化対策の現状について

地域における⽔素サプライチェーン構築
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4. 令和２年度概算要求について
地球温暖化対策の現状について

太陽光発電×電動⾞による地域への貢献
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4. 令和２年度概算要求について
地球温暖化対策の現状について

住宅・ビル・⼯場のゼロエネルギー化促進




